
ニュイ・ブランシュKYOTO 2016
京都芸術センター プログラム

「ニュイ･ブランシュ（白夜祭）」は、パリ市が毎秋行う一夜限り
の現代アートの祭典です。パリの姉妹都市・京都では、今
年も日仏の現代アートを楽しめる「ニュイ・ブランシュKYOTO 
2016」を市内各所で開催。パフォーマンスや展示、プロジェ
クション・マッピングなど、多彩なプログラムを無料でご覧い
ただけます。「現代アート×伝統工芸」をDNAとして継承しつ
つ、今年のニュイ･ブランシュがテーマとするのは「デザイン」。

KAC Performing Arts Program 2016 / Music
風水のこえをきく #1
ヤニック・パジェ音楽公演『Vent et Eau』

「声」をフィーチャーした小規模編成のアンサンブル・コンサート。
日時： 10月1日（土）16:00－17:30
会場： 講堂
出演： ヤニック・パジェ、デニス・ビシュニャ（バス）、太田真

紀（ソプラノ）ほか
料金： 無料

予約：ウェブサイトよりお申し込み
※情報欄（Ｐ2）もご覧ください

A.lter S.essio 『LOSS (solo)』 ＆ 『ENSEMBLE-version Kyoto-』
レパートリー作品『LOSS (solo)』と、京都で滞在制作した

『ENSEMBLE - version Kyoto -』を上演。
日時： 10月1日（土）19:30－20:45
会場： フリースペース
料金： 無料
出演： A.lter S.essio（ファブリス・プランケット、《ゆむ》高山啓子）、
 きたまり、福岡まな実
予約：ウェブサイトよりお申し込み
※Topic02（P4）もご覧ください

DOMANI・明日展 PLUS × 京都芸術センター
－文化庁新進芸術家海外研修制度の成果－

『ワームホール・トラベル－ゆらぐ時空の旅－』
「DOMANI・明日展 PLUS」が東京以外で初開催。海外研修を

経て国内外で活躍する作家たちの「旅」をテーマにした展示。
会期： ９月17日（土）－10月16日（日）10:00－20:00
  ※10月1日（土）は22:00まで延長
会場： ギャラリー北・南
出展： 宮永愛子、小金沢健人、鬼頭健吾、長坂有希
  ※入場無料・会期中無休
主催： 文化庁、京都芸術センター
※Topic03（P4）もご覧ください

『Kyoto Contemporary × Les Atelier de Paris 展覧会』
京都の熟練の職人の技と心、そしてパリの最先端のデザイナー集
団とのコラボレーションにより実現した、革新的なプロダクトの展示。
会期： 10月1日（土）－10月9日（日）12:00－20:00
  ※10月1日（土）は22:00まで延長
会場： 和室「明倫」
出展： 西村友禅彫刻店、熊谷聡商店、丸和商業、吉羽與兵衛 ほか
主催：京都市、京都商工会議所
※入場無料、会期中無休
※イベント情報（P2）もご覧ください
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KAC Performing Arts Program 2016 / Musicの
テーマは「声」と「風水」。

昨年度の音楽事業では「吹く」、「叩く」、「撥く」という
「演奏行為」をキーワードに、音楽と身体性の関係をさ
まざまな角度から提示しましたが、今年度はその延長と
して人間の最も原初的な演奏行為である「声」に焦点を
当てた3つの企画をお届けします。

それぞれの公演では、風水の基盤となる時間と空間
の秩序に基づいてプログラムが構成されます。風水はか
つて「天体」と「地理」を意味する２つの漢字を組み合わ
せた「堪輿（かんよ）」という名で呼ばれていたように、星
の動きから時間を占い、地形から気の流れを読むことか
ら風水の思想がかたちづくられていきました。今年度の
音楽事業は、このように時間と空間に対する考え方を体
系化した風水に着想を得て、それぞれの公演ごとに一
年の内のこの季節のこの場所でしか味わえない「タイム
／サイトスペシフィック」な委嘱作品を上演します。また、
メインとなるこの委嘱作品は、風水的世界観で構成され
たプログラムのなかに布置されます。

10月1日のニュイ・ブランシュには、2005年以来日本で
活動する音楽家ヤニック・パジェによるアンサンブル・コ
ンサートを行います。パジェは指揮者として来日しました
が、パーカッション奏者であり作曲家でもある多彩な才

能を持った音楽家です。歌手は、オペラを中心に活躍し
ているウクライナ出身のデニス・ビシュニャ（バス）と、現
代音楽のエキスパートと評される太田真紀（ソプラノ）。

プログラムの前半では、アメリカからイタリア、アル
メニア、アゼルバイジャンまで世界各国の民謡やフォー
クソングが集められた、ルチアーノ・ベリオの歌曲集

『フォークソングズ　声と7つの楽器のための』にはじま
り、ウクライナやロシアの民謡、そして日本の「フォーク
ソング」へと展開していきます。それに続く第2部では、
今回の公演に向けて、魔方陣や星座図などからもアイ
ディアを得ながら、木・火・土・金・水といった風水五行の
要素のイメージでパジェが作曲した新作を演奏します。
京都とパリがつながる秋の一夜に、ヤニック・パジェは音
楽による世界の風水図を描き出します。
「風水のこえをきく」#2では、舞台芸術と美術の分野で

活躍している山崎阿弥による、京都芸術センターの館内
全体に張り巡らされたサウンド・インスタレーションの展
示、また関連企画としてパフォーマンスを行います（2016

年12月～2017年1月を予定）。#3には、作曲家の平野一郎と
ソプラノの吉川真澄による『四季のあそび』（2017年2月26

日予定）が続きます。このように「風水のこえをきく」は、風
水羅盤のように時間と空間を関連付ける音楽プログラム
を展開していきます。

ニュイ・ブランシュのプログラムであるため、パジェ、ビシュニャ、太田という
豪華な顔ぶれによる公演が、特別に入場無料です！市内各所で夜のプログ
ラムが始まる前に京都芸術センターにお立ち寄りください。

古川真宏（アートコーディネーター）

京都芸術センターではニュイ・ブランシュのプログラムとして4
つのイベントを開催します。その一つとして、KAC Performing 
Arts Program 2016 / Musicの第1回となるヤニック・パジェに
よる音楽公演を開催します。（他のイベントについては、情報欄[P2]、

TOPIC2、3[P4]をご覧ください。）

デニス・ビシュニャ  Denys Vyshnia
キエフ市 立 歌 劇 場ソリストとして活 躍 。「 N e w  N a m e s 
Competition」第1位。2010年アレーナ・ディ・ヴェローナ日本公演
P・ドミンゴ指揮「アイーダ」エジプト国王、2011年A・ゼッダ指揮

「セビリヤの理髪師」ドン・バジリオで出演。2013年沼尻竜典指揮
トウキョウ・モーツァルト・プレーヤーズ、ショスタコーヴィチ「交響
曲第14番」ソロは好評を博す。2014年小澤征爾指揮、デイヴィッ
ド・ニース演出「フィガロの結婚」バルトロで出演。びわ湖ホール

「ジルヴェスターコンサート2013-2014」、「リゴレット」、「オテロ」
では成功を収める。NHK「テレビでロシア語」にゲスト出演。日生
オペラ公演2016-2017に出演中。http://denysvyshnia.com
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太田真紀  Maki Ota
同志社女子大学学芸学部声楽専攻卒業。大阪音楽大学大学院歌
曲研究室修了。東京混声合唱団のソプラノ団員として活動後、文
化庁新進芸術家海外研修制度にてローマに滞在した。演奏はド
イツWDR、イタリアCEMAT、NHK-FMなどで放送されている。こ
れまでに、三ツ橋敬子指揮いずみシンフォニエッタ大阪定期演奏
会へソリストとして出演したほか、シェルシ・フェスティバル（バーゼ
ル）、ヌオヴァコンソナンツァ・フェスティバル（ローマ）、ローマ・ケル
ン・パリ日本文化会館、武生国際音楽祭、東京オペラシティリサイ
タルシリーズ"B→C"、サントリー芸術財団サマーフェスティバル
他に出演、活発な演奏活動を行っている。

ヤニック・パジェ  Yannick Paget
京都にて指揮者と作曲家の活動を続けているフランス人音楽家。
パリ国立高等音楽院卒業。2005年に指揮者佐渡裕氏から要請を
受け来日。兵庫芸術文化センター管弦楽団（PAC）の客員指揮者と
して2年間従事。2008年より大阪教育大学合唱団、オーケストラ
の首席指揮者を務め、2010年からは関西シティフィルハーモニー
交響楽団にも客演指揮者として参加し数々のコンサートをこなし
ている。また、電子音楽の作曲家として、イレーネ・セガラ国際作
曲コンクール（スペイン）、2013年アヌシー国際アニメ映画音楽コ
ンクール、2015年SACD舞台音楽基金賞など、数多くの国際コン
クールでの受賞、ファイナリストの経歴を持つ。アーティスト団体
EnsoWattの共同発起人として作曲、指揮、即興演奏、パーカッ
ションの演奏も行っている。
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募集締切：10月22日（日）〔必着〕 

応募条件：
・	身体表現の作品であること。
・	現在創作している作品の途中経過であ

ること（未完成でもかまいません）

・	若手作家が主体の創作であること
選考結果発表：11月初旬
試演会日時：12月4日（日） ※観覧無料
※詳細はウェブサイトをご覧ください

詳細は京都芸術センターで配布中の
募集要項および応募用紙をご確認
ください。ウェブサイトからもダウン
ロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記
入の上、必要書類とともに同センター
まで送付または持参（持参の場合は締切
日の20時まで）。

各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前にお申込ください。
チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術センターチケット
窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

★…「ニュイ・ブランシュKYOTO 2016」（10月1日）のプログラムとして開催します

美術

夏休み企画展 
『感覚のあそび場－岩崎貴宏×久門剛史』
日常的な事物や現象を用いて、鑑賞者の多様
な感覚をとぎ澄ますインスタレーションを展示。
会期：	7月26日（火）－9月11日（日）

	 10:00－20:00 
会場：	ギャラリー北・南、和室「明倫」
※入場無料

★DOMANI・明日展 PLUS × 京都芸術センター
−文化庁新進芸術家海外研修制度の成果−

『ワームホール・トラベル－ゆらぐ時空の旅－』
海外研修を経て国内外で活躍する作家たちが

「旅」をテーマに展示します。
会期：	９月17日（土）－10月16日（日）

	 10:00－20:00
		  ※10月1日（土）は22:00まで延長
会場：	ギャラリー北・南
出展：	宮永愛子、小金沢健人、鬼頭健吾、
	 長坂有希
※入場無料・会期中無休
主催：文化庁、京都芸術センター

［関連プログラム］

アーティスト・トーク
出展作家4名が展示作品や旅の経験について
話します。
日時：	9月17日（土）15:00－16:30
会場：	フリースペース
料金：無料
定員：	100名（先着順・事前申込不要）

長坂有希 パフォーマンス
出展作にまつわるストーリーテリング・パフォーマンス。
日時：	9月18日（日）13:00－13:30
会場：	フリースペース
料金：	無料
定員：	50名（先着順・事前申込不要）

池田剛介 ワークショップ「モノの占拠」
京都芸術センターにあるモノを集め、その使い方
を変更したりモノとモノとの関係性を創造するこ
とで、空間を一時的に占拠します。
日時：	9月22日（木・祝）14:00－17:00
会場：	ミーティングルーム2
料金：	無料
定員：	15名（要事前申込）
※Topic03（P4）もご覧ください

★『Kyoto Contemporary × Les Atelier 
de Paris 展覧会』
京都の熟練の職人の技と心、そしてパリの最先
端のデザイナー集団とのコラボレーションによ
り実現した、革新的なプロダクトの展示。
会期：	10月1日（土）－10月9日（日）12:00－20:00
		  ※10月1日（土）は22:00まで延長
会場：	和室「明倫」
出展：	西村友禅彫刻店、熊谷聡商店、丸和商業、

吉羽與兵衛 ほか
主催：	京都市、京都商工会議所
※入場無料、会期中無休

［関連プログラム］

レセプション＋職人によるデモンストレーション
日時：	9月30日（金）16:00－19:00
会場：	和室「明倫」
※入場無料

コラボトーク
日時：	10月2日（日）14:00－16:00
会場：	大広間
登壇：	西村武志（西村友禅彫刻店）、林利治（丸和

商業）、Karl Mazlo（ジュエリーデザイナー）、
Nelly Saunier（フェザーアーティスト）、西堀
耕太郎（TCI研究所） ほか

※入場無料

伝統

五感で感じる和の文化事業
伝統芸能ことはじめ
第3回「木ノ下歌舞伎」
日時：	9月11日（日）14:00－15:30 
会場：	大広間 
講師：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

ゲスト：木ノ下裕一（木ノ下歌舞伎主宰）

料金：	無料
定員：	100名（先着順／要事前申込）

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第39回「古の色を知る」
古代から使われてきた染料や染め方などにつ
いてお話します。

日時：	9月13日（火）

	 19:00－20:30（受付開始18:30）

会場：	大広間
講師：	吉岡更紗（染司よしおか 染織家）

定員：	70名（先着順／要事前申込）

素謡の会「世うつしの鏡」
第2回『邯鄲』
豊臣秀吉も舞ったといわれる『邯鄲』を取り上げ、
戦国の世における能に注目します。
日時：	9月15日（木）開場18:30 開演19:00
会場：	大広間（待合：講堂）

出演：橋本光史、河村晴久、田茂井廣道、
	 橋本充基、島田洋海
料金：	前売1,500円／当日1,800円

音楽

★KAC Performing Arts Program 2016 / Music
風水のこえをきく#1
ヤニック・パジェ音楽公演『V
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「声」をフィーチャーしたアンサンブル・コンサート。
日時：	10月1日（土）16:00-17:30
会場：	講堂
料金：無料
出演：	ヤニック・パジェ、デニス・ビシュニャ（バス）、

太田真紀（ソプラノ）ほか
予約：	ウェブサイトよりお申し込み
※Topic01（P1）もご覧ください

ダンス

★アーティスト・イン・レジデンス・プログラム2016
A.lter S.essio 『LOSS (solo)』 ＆ 『ENSEMBLE 
- version Kyoto -』
レパートリー作品『LOSS (solo)』と、京都で滞在制
作した『ENSEMBLE - version Kyoto -』を上演。
日時：	10月1日（土）19:30-20:45
会場：	フリースペース
料金：無料
出演：	A.lter S.essio（ファブリス・プランケット、

《ゆむ》 高山啓子）、きたまり、福岡まな実
予約：	ウェブサイトよりお申し込み
※Topic02（P4）もご覧ください

トークイベント

連続講座「プロフェッショナルに聞く！～文化
庁移転と文化芸術の未来～」第１回
京都への全面的な文化庁移転が決定。この機
会をどのように活かしていくかを考えるトークシ
リーズを開催します。
日時：	9月1日（木）19:00－20:30
会場：	フリースペース
ゲスト：広上淳一（京都市交響楽団第12代常任指揮者

兼ミュージック・アドヴァイザー）、 平井俊邦（日本

フィルハーモニー交響楽団理事長）

ファシリテータ―：平竹耕三（京都市文化芸術政策監）

料金：	無料 
定員：	200名（先着順／要事前申込）

公益財団法人 京都市芸術文化協会
創立35周年記念事業
深川秀夫版『白鳥の湖』全幕公演
アーティスト・トーク
日時：9月6日（火）11:00－12:00
		  ※開始時間が変更になりました
会場：	フリースペース
出演：	深川秀夫（演出・振付家）

料金：	無料
定員：30名（先着順／要事前申込）

京都文化芸術コア・ネットワーク× Kansai 
Art Beat パネルディスカッション
－アートメディアの「いま」と「これから」－
日時：	9月16日（金）17:00－18:30 
会場：	大広間
定員：	100名
※入場無料、事前申込不要

明倫アワー#2 「京都人だと思ったら京都人
ではなかった二人のトーク」
ゲストをお招きし、旬なトピックでお話しいただく
企画の第2弾。飲み物片手にお話を聞きましょう。
日時：	9月22日（木・祝）18:00－19:30 
会場：	フリースペース 
ゲスト：井上章一（国際日本文化研究センター教授）

ホスト：建畠晢（京都芸術センター館長、詩人、美術評論家）

料金：1,000円（ドリンク付）

定員：100名（先着順／要事前申込）

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）
※詳細はウェブサイトをご覧ください

絃楽合奏団B-one
「マンドリン音楽を聴いてみよう！」
日時：	9月3日（土）18:00－19:00
会場：	制作室12
定員：	20名
持物：	上履き

京都フィロムジカ管弦楽団 
「アンサンブルコンサート」
日時：	9月4日（日）13:00－14:00 
会場：	制作室12 
定員：	20名

シアターリミテ
「はじめての絵本読み聞かせワークショップ」

日時：	9月10日（土）10:30－12:30
会場：制作室４
定員：15名
対象：高校生以上（演劇経験不問）

持物：	声に出して読んでみたい絵本1冊

広田ゆうみ＋二口大学
「からだで本をよむ 9」
日時：	9月12日（月）19:00－21:30
会場：	制作室４
定員：	10名

発表支援事業（共催事業）

『クラシック音楽の日陰から／未来のクラ
シック音楽へ』
クラシックギター、マンドリン、左手のピアノ。1日目
は有名作曲家たちの知られざる名作。2日目は、こ
れらの楽器のための委嘱作品（新作）と、世界から
の公募作品を演奏。
日時：	9月７日（水）、8日（木）19:00
会場：	講堂
出演：	石橋敬三、橋爪皓佐、有馬圭亮
委嘱作曲家：壺井一歩、川上純
料金：	前売2,000円／当日2,500円
	 2公演通し券3,000円（学生各500円引き）

問合せ：レポワ音楽事務所
　E-mail：info@lespois.net

night cruising 10th anniversary
feat. mü-nest night

『Kuala Lumpur - Kyoto - Tokyo』
マレーシア、京都、東京で活躍中の音楽家、
4組によるライブパフォーマンス。
日時：	9月9日(金)開場18:00 開演18:30
会場：	講堂
出演：	Euseng Seto (flica) + Kent Lee、Marihiko 

Hara & Polar M、okamotonoriaki、Poplamb 
(Hideki Umezawa、Pawn)

料金：	前売3,000円／当日3,500円
主催・予約・問合せ：night cruising
　E-mail：info@nightcruising.jp
※件名を「9/9 京都芸術センター」で、お名前（カタカナ）、

人数、連絡先を明記の上、お申込みください

影の色彩ワヤンプロジェクト『夜叉ヶ池』
泉鏡花原作「夜叉ケ池」をインドネシア・ジャワの
伝統的影絵芝居とガムランの生演奏、布と映像
によるインスタレーションでお届けします。
日時：	9月15日（木）20:00☆
	 16日（金）19:00
		  ☆プレトークあり
会場：	フリースペース
出演：アナント・ウィチャクソノ、西田有里、岩

井美佳、Tidak Apa Apa、江南泰佐
語り手：月原豊、小川雅美
料金：	前売1,500円／当日2,000円
	 中学生以下無料
問合せ・予約：影の色彩ワヤンプロジェクト
　E-mail：mail@chordalcolors.com

悪い芝居リインカーネーション
『春よ行くな、』
2013年初演作を再生。悪い芝居の山崎彬（演

出）とKUNIO主宰の杉原邦生（舞台美術）の初タッ
グ作品。
日時：	9月22日（木・祝）15:00
	 23日（金）19:00
	 24日（土）、25日（日）13:00／18:00
	 26日（月）14:00
会場：	講堂
料金：一般前売3,500円／当日4,000円
	 学生前売2,500円／当日3,000円
問合せ・予約：悪い芝居
　E-mail：864197re@waruishibai.jp
　TEL：090-3941-1481

長唄 喜楽会『番外編 長唄VS常磐津節 －長唄と
常磐津節の掛合による作品二題－』
歌舞伎変化舞踊曲『瓢箪鯰』『晒女』の二曲を長
唄と常磐津節の掛合により演奏します。
日時：10月3日（月）開場18:30 開演19:00
会場：大広間
料金：	3,000円（前売・当日共）

問合せ：杵屋浩基
　E-mail：kineya@hi-rocky.net 

中川佳代子
『絲（いと）と声～うたうこと、語ること～』
藤家溪子と藤枝守の二つの新作箏唄。宮沢賢
治の詩が朗誦される高橋悠治の三絃曲。箏と三
絃の「絲」で音楽を奏で、体内より生れ出る「声」
で歌い、語ります。
日時：	10月４日（火）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
曲目：	荒鼠（作者不詳）、月読三歌（藤枝守作曲）、

きよきなぎさに（藤家溪子作曲）、風がおも
てで呼んでゐる（高橋悠治作曲）、異類婚
姻譚（増田真結作曲）

出演：	中川佳代子（箏、地唄三絃）

料金：	前売2,500円／当日3,000円
主催・問合せ：中川佳代子 箏・三絃研究室
　TEL：075-394-5012
　E-mail：kayoko_kotokoto@ybb.ne.jp

制作支援事業

Hauptbahnhof Gleis7 『和え物地獄変』
芥川龍之介の『地獄変』、能の『殺生石』や『保元
物語』をまぜこぜにして、若き天才絵師葛飾北
斎が東奔西走する空想絵巻演劇です。
日時：	9月1日（木）19:00
	 2日（金）、3日（土）14:00／19:00
	 4日（日）13:00／18:00
会場：	アトリエ劇研（左京区）　　　　
料金：	一般前売2,500円／当日3,000円
	 学生前売2,000円／当日2,500円
問合せ：Hauptbahnhof
　TEL：090-8961-4149（金田一）

　E-mail：hauptbahnhof@hotmail.co.jp

ヨーロッパ企画第35回公演
『来てけつかるべき新世界』
日時：	9月8日（木）、9日（金）19:00
	 10日（土）13:00／18:00
	 11日（日）13:00
会場：	京都府立文化芸術会館(上京区)

料金：	一般前売3,500円／当日4,000円
	 学生(前売のみ)2,000円　　　
問合せ：サウンドクリエーター
　TEL：06-6357-4400(平日12:00～18:00)

広田ゆうみ＋二口大学「橘雪子作品朗読『星
空の、あまた』『お産場池』」
揺らぐ思い、苦しい再生。やわらかに闇を描き
出す橘雪子の小説を朗読でお届けします。
日時：9月17日(土)19:00
会場：カフェギャラリーときじく(下京区)　　
料金：前売当日とも2,000円
問合せ：カフェギャラリーときじく
　　　　TEL:075-748-1506　
        Email:tokijikukyoto@gmail.com

セレノグラフィカ「レインボードロップス ダンス
公演『探せ宝を、虹のふもとに！』」
北九州芸術劇場×北九州障害者芸術祭×セレノグ
ラフィカのコラボレーションで誕生したダンス公演。
日時：	9月18日（日）15:00   
会場：	北九州芸術劇場 小劇場　　
料金：	1,000円（前売・当日共）

問合せ：北九州芸術劇場
　TEL：093-562-2655

ウミ下着
『ウミ下着のハッピーラッキーレディオダンス』
トークを交えながら様 な々踊りをお届けするラジ
オ風ダンス公演。
日時：	9月21日（水）、22日（木・祝）19:00 
会場：	UrBANGUILD(中京区)　　
料金：	前売2500円／当日2800円
		  ※ドリンク代別
問合せ：ウミ下着
　TEL：090-9610-5952（ナカニシ）

　E-mail：info@umishitagi.com　　　

渡邉野子個展
『紫、絵画。Purple, The Picture.』
「紫」の持つイメージの広がりをテーマに、「絵を
観る自由」を楽しんでもらえる展覧会。
日時：	9月24日（土）－10月22日（土）

	 13:30−19:00（日・月休み）   
会場：	Gallery G-77（中京区）　　　　
料金：	無料
問合せ：渡邉野子
　TEL：090-9419-2326
　E-mail：g77gallery@gmail.com

ロームシアター京都オープニング事業
五感で感じる和の文化事業
創生劇場「やわからなかぐら」
日時：	11月26日（土）開演16:00
会場：	ロームシアター京都 サウスホール（左京区）

演出：	杉原邦生
脚本：	いしいしんじ
出演：	茂山良暢、横山佳世子、岩下徹、
	 森田真知、田中真之 ほか
料金：	一般前売2,500円、U25前売2,000円
	 高校生以下前売500円（各当日券は500

円増）

第244回 市民狂言会
茂山千作・千五郎、襲名おめでとう！公演
日時：	12月2日（金）

	 開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（東山区）

演目：	鎌腹、合柿、祐善、伯母ヶ酒
出演：	茂山七五三、あきら、千三郎、
	 正邦改メ 千五郎 ほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京

都店、高島屋京都店、チケットぴあ
（Pコード：453-105）
※団体券2,200円（20名以上）は京都芸

術センターにて取扱

素謡の会「世うつしの鏡」
日時：	9月15日（木）

	 開場18:30 開演19:00
会場：	大広間（待合：講堂）

演目：	邯鄲
出演：	橋本光史、河村晴久、田茂井廣道、

橋本充基、島田洋海
企画・ナビゲーター：田茂井廣道（能楽師シ

テ方観世流）

料金：	一般前売1,500円／当日1,800円

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業
および　印の共催事業・制作支援事業

チケットぴあで取扱いのチケットは、
電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア

（セブン・イレブン、サークルＫサンクス）の専
用端末などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp
TEL：0570-02-9999

アーティスト・イン・レジデンスプログラム
−KAC×SDC− コレオグラファー募集
ソウルダンスセンターとのエクスチェンジプ
ログラムにて、2017年春にソウルダンスセン
ターでリサーチ、クリエイションに取り組むコ
レオグラファーを募集。
支援内容：
・	滞在期間中の宿泊場所および制作
	 場所の提供・往復の航空券（日本-韓国

間）・制作費1,800,000韓国ウォン
締切：	9月30日（金）〔必着〕
※詳細はウェブサイトをご覧ください

KAC Trial Program vol.1 DANCE 
～若手振付家による作品創作～ 新作プ
ラン募集
若手芸術家が作品を試演をするためのプロ
グラムを始動します。今回は身体表現の新
作プランを募集します。選出された作品に
は制作費を支援します。
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夏休み企画展 『感覚のあそび場－岩崎貴宏×久門剛史』（7/26－9/11）

DOMANI・明日展 PLUS × 京都芸術センター『ワームホール・トラベル－ゆらぐ時空の旅－』（9/17－10/16）

DOMANI・明日展 PLUS × 京都芸術センター『ワームホール・トラベル－ゆらぐ時空の旅－』
［関連プログラム］アーティスト・トーク連続講座「プロフェッショナルに聞く！～文化庁移転と文化芸術の未来～」第１回

五感で感じる和の文化事業 伝統芸能ことはじめ
第3回「木ノ下歌舞伎」

五感で感じる和の文化事業 月イチ☆古典芸能シリーズ
第39回「古の色を知る」

公益財団法人 京都市芸術文化協会創立35周年記念事業
深川秀夫版『白鳥の湖』全幕公演 アーティスト・トーク

［明倫WS］シアターリミテ
「はじめての絵本読み聞かせワークショップ」

［明倫WS］広田ゆうみ×二口大学「からだで本をよむ・9」

［明倫WS］絃楽合奏団B-one
「マンドリン音楽を聴いてみよう！」

［明倫WS］京都フィロムジカ管弦楽団「アンサンブルコンサート」

［共催］night cruising 10th anniversary feat. mü-nest night
『Kuala Lumpur - Kyoto - Tokyo』

明倫アワー#2 「京都人だと思ったら京都人ではなかった二人のトーク」京都文化芸術コア・ネットワーク× Kansai Art Beat
パネルディスカッション －アートメディアの「いま」と「これから」－

素謡の会「世うつしの鏡」
第2回『邯鄲』

DOMANI・明日展 PLUS × 京都芸術センター『ワームホール・トラベル－ゆらぐ時空の旅－』
［関連プログラム］長坂有希 パフォーマンス

DOMANI・明日展 PLUS × 京都芸術センター『ワームホール・トラベル－ゆらぐ時空の旅－』
［関連プログラム］池田剛介 ワークショップ「モノの占拠」

ニュイ・ブランシュ
★

『Kyoto Contemporary × Les Atelier de Paris 展覧会』（10/1－10/9）

KAC Performing Arts Program 2016 / Music  風水のこえをきく#1 ヤニック・パジェ音楽公演『Vent et Eau』

A.lter S.essio 『LOSS (solo)』＆『ENSEMBLE－version Kyoto－』

［共催］『クラシック音楽の日陰から／未来のクラシック音楽へ』 ［共催］影の色彩ワヤンプロジェクト『夜叉ヶ池』 ［共催］悪い芝居『春よ行くな、』
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劇場に入ると、舞台奥にスポーツフォアオール憲章

の第一条「すべての個人は、スポーツに参加する権利

をもつ」が投影されている。緑の床面には1本の白線。

なるほど何かのスポーツが行われるらしい。しかし、片

方のチームが登場するも、それが何かは明らかにされ

ない。入念なストレッチをする女性選手（松田早穂）と、

「今日俺はイケる」と自らを鼓舞する男性選手（小坂浩

之）。「成長することは理屈ぬきでいいこと」と選手たち

に発破をかける監督（キタノ万里）も登場して、いよいよ

試合が始まるようだ。しかし、競技の実体が分からない

だけに、彼らの熱は空転してうさん臭さすら感じる。

それは相手チームとの試合が始まっても変わらない。

試合の始まりや選手交代の作法をみる限り、どうも決

められたルールはあるらしい。１対１で組み合うレスリ

ングのようなスポーツにも見えるが、何を基準に得点

が入っているのかは分からない。ベンチに控える監督

や選手からはおおよそこの競技とは無縁に思える指示

や声援が送られ、スポーツに対するおかしみはさらに

強調される。

舞台奥で近代オリンピックの崇高な理念が語られる

のに反して、選手たちのスポーツに対する考えは時に

軽薄だ。この競技に生きがいを感じる女性選手（米津知

実）に対し、早く見切りをつけて有名なうちにレポーター

になりたいという相手国の女性選手（松田）。相手チー

ムからの引き抜きに応じ、安易に相手国への帰化を考

える男性選手（大石英史）。悪気もなくたんたんと語る彼

硬質な電子音や聞き取り難い人々の囁きがこだます

る暗い展示空間の中央に金属製のタワーが屹立して

いる。タワーには複数のプロジェクターがそれぞれター

ンテーブルの上に設置され、四周の黒壁に向かって裸

体の男女の姿をほぼ等身大で投影している。男女は壁

面に沿って歩いたり走ったり、踵を返して来た道を駆け

戻ったり、時に立ち止まり重なりあう映像同士で抱擁

する素振りを見せたりして、そして緩やかに消滅してい

く。そうした中、タワーに添えられたセンサーが観客を

感知すると、ひとりの男性が観客の存在に気づいたか

のように歩みを止め、こちらへと身体を向ける。この男

性は1984年に京都で結成されたダムタイプの中心的

メンバーであり、本作の作者でもある古橋悌二（1960 - 

1995）本人である。1994年に本作が発表された当時、

彼はHIV／AIDSに感染していた。免疫不全、すなわち、

すべてを受け入れてしまうことを、その身をもって示す

かのごとく左右に両腕を広げる古橋。その時、左右か

ら直線が集まり彼の身体の前で十字を結ぶ。銃の照準

器にも十字架にも見える直線の交叉が彼の身体を捉え

ると、彼は自らを抱きしめるような自己愛的な動きを見

せながら後方へと倒れていき暗闇の彼方へと消滅して

いく。やがて彼はまた展示空間の角から姿を現し、ゆっ

くりと歩き始める。古橋の遺作となった本作《LOVERS

－永遠の恋人たち》では、物理的な身体が消滅した後

も、映像データとなった彼の身体は消滅と出現を繰り

dracom『今日の判定』
7月15日（金）－18（月・祝）

アトリエ劇研（左京区）
古橋悌二 《LOVERS－永遠の恋人たち》
7月9日（土）－24日（日）

京都芸術センター（中京区）

THE FIELD JAPAN TOUR 2016
7月16日（土）

LIVE SPACE CONPASS（大阪市中央区）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　9 / 1 ▲ 10 / 1

図書室休室日：9月30日（金）

スポーツという制度
生と死、そして再生

身体性みなぎる電子音楽

演劇
美術

音楽

須川渡
林田新

中谷琢弥

らの姿からは、スポーツにつきまとうある種の俗っぽさ

も感じさせる。

ゲームとルールの関係は競技中、何度もねじれる。

ゲームに熱中して反則を犯す選手を、主審（稲葉俊）は

反則でないと判定する。フェアに守られるはずのルー

ルは時にゲームの熱狂には及ばない。ルールのあや

ふやさは、競技が不可解であるだけにより露わになっ

ている。

選手たちは、熱狂するあまり反則やドーピングまが

いの疑いをかけられる。ここで暴かれるのは「平和の祭

典」たる近代オリンピックがほんらい意図しなかった過

剰な闘争の物語だ。小数点で示されるスコアは国別の

採点へと細分化され、やがて戦争の犠牲者や核保有の

数へすり替えられる。この熱狂はナショナリティの象徴

として、ともすれば誤った方向へと導かれる危険をはら

んでいる。

プレイする目的も分からぬまま、永遠に競技を続け

る選手たちは、自らが作ったはずのルールに縛られて

滑稽ですらある。もっとも、このおかしみはスポーツだ

けでなく演劇にも向けられているようにも思えた。俳優

は何のためにプレイをし、観客はプレイヤーの何に熱

狂するのか。スポーツという制度を疑うまなざしに接し

て、演劇という枠組もまた考えざるを得なかった。私た

ちもまた訳の分からぬルールに縛られているのかもし

れない。 （7月16日 13:30の回）

返しながら歩み続けるのである。

しかし、その映像化された身体の消滅と出現の歩み

は決して〈永遠〉ではない。本作に不具合が生じた場合、

それは容易に中断されてしまうからである。実際、今回

展示されたのは、2001年にダムタイプの高谷史郎が再

制作した本作が不具合により公開不可能になっていた

のを、2015年に京都市立芸術大学の芸術資源研究セ

ンターが中心となって高谷監修のもと修復したもので

ある。筆者も関わった今回の修復事業では、作品の物

理的な機構の修復を行ったことに加え、オリジナルの

ヴィデオテープの映像をデジタル化し、ターンテーブル

を作動させるモーターと映像の動きを解析し数値化す

ることによって、コンピューター上で本作を再現するシ

ミュレーターの構築を行った。本展に併設された修復

資料の展示で示されているように、本作は展示空間の

制限や新たな技術の開発に応じて、その都度、物理的

な機構の改変が幾度となく行われてきた。そのことから

も明らかなように、本作の同一性は物理的な機構に依

存しているわけではない。例え本作に致命的な損壊が

生じ、ハードウェアーが消失してしまったとしても、この

シミュレーターが機器の置き換えや再制作のための参

照点となるだろう。自らの身体の消失と再生を遺作に託

した古橋と同様、このシミュレーターもまた、未来にお

ける本作の再生という〈永遠〉を志向しているのである。

ム・ヨークやバトルスらのリミックスを手掛け、インディー・

ロックとテクノの架け橋にもなるなど、エレクトロニック・

ミュージックの拡張を担うひとりとして知られている。

そのサウンドは“オーガニックなテクノ”と称されるが、

さてこの両者は対立しないのだろうかと今一度立ち止

まってみる。この日の体験をもとに結論から言うと、その

どちらでもあるという二面性を有している、ということに

なるのだが、電子音楽としてのテクノで有機的な鳴り・状

況を作り上げるというのは、一見すると少しの違和はあ

るかもしれない。でもこれは例えば稀代の電子音楽家・

ヤン富田のコンサート体験にも通じるもので、アコース

ティックな楽器でこれみよがしにオーガニックめいたこと

をするよりも断然、そこには強度も説得力も、身体性も、

そして本質もあるのだ。

この日のザ・フィールドのライブセットは、ここ数年、局

地的な盛り上がりをみせているモジュラーシンセを導入

してのものとなった。デビューアルバム以降はバンドスタ

イルでのライブ活動を続けていて、それも体験したことは

あるが、今回のソロで機材を駆使するセットのほうが純

ストックホルム出身、現在はベルリンを拠点に活動す

るアクセル・ウィルナーによるソロプロジェクト、ザ・フィー

ルド。07年に発表された1stアルバム『フロム・ヒア・

ウィー・ゴー・サブライム』は、シューゲイザーとテクノの

邂逅やディープ・ミニマルの隆盛を促した、当時のテクノ

～ハウス・シーンの起爆剤となった一枚だ。その後も、ト

度は高まっていた。ビートにボイスサンプル、楽器音など

いくつもの断片が同時進行しつつ絡まり、それらを全体

像として捉えたときにリズムやメロディーが立ち上がって

くる構造。それらは複雑に入り組んでいるがしかし、反復

させればポップになる、というのはミニマル・ミュージック

のあるべき姿だ。音のひとつひとつがこだわりつくされ、

計算され尽くされた配置にあって、ライブならではの躍動

感と緊張感も併せ持つ。淡 と々ループされていくうちに熱

量が凝縮されていくようで、時間の流れも曖昧になってく

る心地。肌ざわりのいい音色の充満するなかを揺らめく

ように浸っているうちに内なる宇宙へと導かれる、壮大で

開かれたサウンドトリップ。なんて贅沢なひとときだろう。

電子音楽と生楽器を対立項として捉えてみるという行

為自体がすでに必要はなく、その音楽にとって（もしくは

ミュージシャンにとって）、よりよい選択をすること。電子音

楽自体もすでに即興性／不確定性や肉体性すら獲得し

ている今、この流れはますます加速していくだろう。言っ

てしまえば電気自体、自然のエネルギーが元になってい

るテクノロジーなのだから。

すがわ わたる／大阪大学招へい研究員●小さい頃、球技がからっき
しダメでした。文化系を渡り歩いてきましたが、今でも体育会系の世
界に憧れることはあります。

はやしだ あらた／京都造形芸術大学アートプロデュース学科専任講師
●3年間続けたこの欄の連載も今回がついに最後となりました。僕自身、
非常に楽しく学ぶことが多かったです。本当にありがとうございました。

なかたに たくや／ライター●音楽イベントの企画制作もしています。9/5
（月）アート・リンゼイ×青葉市子＠大阪・コンパスに続き、10/7（金）には新生
OOIOOのライブを大阪・シャングリラにて。詳しくはhttp://www.cyoweb.
comまで。

写真：TAKE nob

photo: Nobutada OMOTE
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身体、音、映像、デジタル装置など多彩な要素を

凝縮し、シャープで複雑な審美的表現を追及す

るユニット、A.lter S.essio。「もうひとつのセッション」

を意味する名前が示すように、ひとつの概念をもとに

コラボレーションを重ね、アイディアそのものを変質さ

せて作品化することを試みています。

様 な々アーティストとのコラボレーションを通じて作

品を発表してきたA.lter S.essio主宰のファブリス・プ

ランケット（Fabrice Planquette）。彼が2006年にヴィラ

九条山にて滞在し、コラボレーションを経て制作した

作品が『LOSS』です。このとき後にメンバーとなる《ゆ

人はいくつもの場所を移動しながら生きるとともに、刻一
刻と変転する歴史的時間のはざまを旅しているともい

えます。本展では、私たちの運命ともいえるこの「旅」をテー
マに、さまざまな国や地域を移り住みながら制作活動を行っ
てきた実力ある作家たち4名による展示と、1名によるワーク
ショップを行います。

気配の痕跡によって移りゆく時の存在を露わにする宮
永愛子、光や音、動きを用いて身の回りにひそむ一瞬の
美や不可思議をとらえる小金沢健人、日用品の人工的な
色彩や形態を再構成して生命体や宇宙の循環を想起させ

む》高山啓子や、東野祥子といったダンサーとの出会

いを契機に、A.lter S.essioはパフォーマンスの可能

性を更に追求してきました。

今回の京都芸術センターでの滞在制作を経て、彼

らは新たなプロジェクトシリーズ『ENSEMBLE』をス

タートさせます。キーワードは「Revolt（暴動、反乱、反逆、

不快感）」。あらかじめメディア装置を用いた命令的で

威圧的な環境を設計し、その環境のなかに現地のダ

ンサーたちを「住まわせる」ことを試みます。独裁的な

空間で、マシーンによって制限されるダンサーたちは、

どのような抵抗の振る舞いを見せるのでしょうか。日

本での10年ぶりのクリエイションに期待が高まります。

る鬼頭健吾、個人的な体験と歴史的な事実を積み重ねて
物語をつむぎながら隔たる時間と空間をつなぐ長坂有希。
多様な素材をあやつり、流れさる時間と変わりゆく事象を
鮮烈に視覚化するかれらの作品は、まるでSFや理論物理
学でいわれる「ワームホール」のように、時空のある一点か
ら別の一点へとつながる抜け道をひらき、見る者を時空の
ゆらぎへと誘います。

文化庁による海外研修を経て、国内外で広く活躍する作
家たちのグループ展を通じて、関西を拠点に活動する次世
代の若い作家たちがこの制度について知り、海外を視野に
新たな一歩を踏み出す後押しとなることを願っています。
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A.lter S.essio
『LOSS (solo)』＆
『ENSEMBLE - version Kyoto -』

海外経験豊富な出展作家たちは、国境のみならず、インスタレーションや映像、
絵画、彫刻、写真…といった表現媒体の領域さえも越えながら、自らのキャリア
のなかで多様な作品の展開を見せてきました。トークやワークショップなど、そ
の旅の片鱗がうかがえる関連企画も合わせて、ぜひお楽しみください。

西尾咲子（アートコーディネーター）

文化庁による新進芸術家海外研修制度のもと、海外で研修を行った芸術
家たちによる成果発表展「DOMANI・明日展」。従来の国立新美術館での
大規模なグループ展に加えて、より小規模でテーマ性の強い展示の機会
として、一昨年より「DOMANI・明日展 PLUS」が実験的に始まりました。今
回、東京以外では初めての機会として、京都芸術センターで開催します。

京都芸術センターのアーティスト・イン・レジデンスプログラ
ムにて滞在中のユニット、A.lter S.essio。フランス、京都と
もに縁の深い彼らは、「ニュイ・ブランシュKYOTO 2016」に
て、レパートリー作品『LOSS (solo)』と、滞在制作の成果上演
として『ENSEMBLE －version Kyoto－』を上演します。
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DOMANI・明日展 PLUS × 京都芸術センター
－文化庁新進芸術家海外研修制度の成果－

ニュイ・ブランシュKYOTO 2016
アーティスト・イン・レジデンス プログラム2016

『ワームホール・トラベル －ゆらぐ時空の旅－』

［関連イベント］

1. アーティスト・トーク
出展作家4名が、展示作品や旅の経験につい
て話します。
日時： 9月17日（土）15:00－16:30
会場： フリースペース
料金： 無料（事前申込不要）

2. 長坂有希 パフォーマンス
展示作品にまつわるストーリーテリング・パ
フォーマンスを行います。
日時： 9月18日（日）13:00－13:30
会場： フリースペース
料金： 無料（事前申込不要）

3. 池田剛介 ワークショップ「モノの占拠」
京都芸術センターにあるモノを集め、その使い
方を変更したりモノとモノとの関係性を創造す
ることで、ある空間を一時的に占拠します。
日時： 9月22日（木・祝）14:00－17:00
会場： ミーティングルーム2
料金： 無料
定員： 15名（要事前申込／先着順）

※イベント情報（P2）もご覧ください

DOMANI・明日展 PLUS × 京都芸術センター －文化庁新進芸術家海外研修制度の成果－
『ワームホール・トラベル －ゆらぐ時空の旅－』
会期：9月17日（土）－10月16日（日）10:00－20:00
  ※会期中無休・入場無料

※10月1日（土）は「ニュイ・ブランシュKYOTO 2016」のため22:00まで延長
会場： ギャラリー北・南
出展作家：宮永愛子、小金沢健人、鬼頭健吾、長坂有希
主催： 文化庁、京都芸術センター

A.lter S.essio
『LOSS (solo)』＆
『ENSEMBLE - version Kyoto -』 
日時： 10月1日（土）19:30－20:45
会場： フリースペース 
料金： 無料 
コンセプト／演出／映像＆サウンドデザイン
／プログラミング：ファブリス・プランケット
振付／パフォーマンス：《ゆむ》高山啓子（『LOSS 

(solo)』『ENSEMBLE』）、きたまり、福岡
まな実（『ENSEMBLE』） 

照明デザイン（『ENSEMBLE』）：藤本隆行
予約：ウェブサイトよりお申し込み
※イベント情報（P2）もご覧ください 

❶宮永愛子《waiting for awakening ‒suitcase-》2013, Naphthalene, resin, sealing wax, mixed media, photo by KIOKU Keizo
　©MIYANAGA Aiko, Courtesy Mizuma Art Gallery
❷小金沢健人《Lost in Delhi》2007, video, 20min. stereo
❸鬼頭健吾《Interstellar》2016, canvas, acrylic paint, glitter, spray, LED, photo by ITO Tetsuo
❹長坂有希《手で掴み、形作ったものは、その途中で崩れ始めた。最期に痕跡は残るのだろうか。00_景色、01_アンガス》2014, project, 

photo by YAMAMOTO Tadasu ©Aomori Contemporary Art Centre, Aomori Public University

❶ ❷ ❸ ❹

コラボレートするダンサーは、《ゆむ》の旧友のきたまり、福岡まな実。
かつて関西ダンスシーンで出会い、それぞれの場でキャリアを積んだ
彼女らがどのように再び協同するのかにも注目です。

谷竜一（アートコーディネーター）

A.lter S.essio 『Loss (solo)』  photo: Isabel Rancier

明倫アワー#2　「京都人だと思ったら
京都人ではなかった二人のトーク」
日時： 9月22日（木・祝）18:00－19:30
会場： フリースペース
ゲスト：井上章一（国際日本文化研究センター教授）

ホスト：建畠晢（京都芸術センター館長、詩人、

美術評論家）

料金： 1,000円（ドリンク付）

定員： 100名（先着順／要事前申込）
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10/1（土）
開催
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter


